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'95元気のでる名古屋ぴかいちプラザ
6月 2日 (金)～ 4日 (日 )ま で、'95元気ので

る名古屋ぴかいちプラザに我社も抗菌文具を

テーマにして出展しました。

抗菌という言葉は一般の方も聞いた事があ

るようで、皆さんとても興味深 く見ていかれ

ました。ブースの中の一部に展示即売用の商

品を並べて置きましたら、売れる事、売れる事。

予想をかなり上回る売り上げになりました。

最初の目的は、中部地区の人に『抗菌文具

のヽ森松』という宣伝を目的としていた為、他

の即売用の商品は少 ししか持っていかなかっ

たのですが、昼までに即完売という事になり、

昼からトラックで商品の補充をしなければいけない状況になりました。

買われた人の中には、初日に買いに来て、また次の日に友達を連れてくるという方もいましたし、

ある人は、展示会が終わったら何処へ買いに行けばいいのかと問かれる方もいました。ひょっとし

て、これは通販の始まりではないのかと思いました。

今度は、長野オリンピックいや失礼、長野パックに森松部隊が呼ばれるそうです。商売は商いと

言いますが、モノが売れると本当にあきませんね。病み付きになりそうです。

西田 聖―

「モ
ー
リ
ン
真
理
教
」

オ
ウ
ム
騒
動
が

一
段
落
し
、
世
の
中
も
少
し

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

古
来
、
日
本
で
は
八
百
万
（や
お
よ
ろ
ず
）
の

神
々
が
居
る
の
だ
が
、
オ
ウ
ム
真
理
教
は
困

っ

た
事
で
す
。
オ
ウ
ム
は
仏
教
の
座
禅
を
取
り
入

れ
て
い
る
が
、
仏
教
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教

の
終
末
論
を
唱
え
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
で

も
な
い
。
第
七
サ
テ
ィ
ア
ン
に
は
ヒ
ン
ズ
ー
教

の
シ
バ
神
の
巨
像
が
建
て
ら
れ
、
ヨ
ガ
の
教
室

も
開
講
し
て
い
る
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
で
も
な
い
。

い
ろ
い
ろ
な
宗
教
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
混
合
体

で
あ
る
。

元
来
、
日
本
人
は
、
色
々
混
ぜ
合
わ
せ
る
事

が
得
意
な
国
民
性
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
事
が

現
在
の
国
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
の
だ

が
…
…
…
。

結
婚
式
の
や
り
方
や
ク
リ
ス
マ
ス
、
又
、
居

酒
屋
の

「無
国
籍
料
理
」
は
結
構
な
事
だ
が
、

サ
リ
ン
入
り

「
ハ
ル
マ
ゲ
丼
」
だ
け
は
勘
弁
願

い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
時
代

に
入
っ
た
と
は
い
え
、
日
本
文
化

・
伝
統
を
大

切
に
し
な
い
と
駄
目
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
そ
こ
ま
で
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
オ
ウ
ム
に
は
、
経
営
者
と
し
て
頭
が
下
が
り

ま
す
。
肝
を
冷
や
し
た
社
長
や
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
も
、
多
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

波
紋
も
７
月
号
で

一
二

一
号
を
発
行
す
る
事

が
で
き
、
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

森
　
信
之



MσRLIH

〈〓
　丼性
」

私
は
中
小
企
業
の
常
務
で
す
が
、
う
ち
の
会
社
は
実
に
不
思
議
な
会
社

で
す
。
私
が
要
求
し
た
資
料

・
報
告
書
は
、
私
が
『期
限
付
き
・数
値
付
き
』

に
う
る
さ
い
の
で
約
束
は
守
る
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
必
ず
私
の
い
な
い

時
に
提
出
致
し
ま
す
。
私
が
ト
イ
レ
に
た
っ
た
時
、
一戻
っ
て
く
る
と
机
上

に
あ
る
と
か
…
…
…
不
思
議
で
す
。

裏
の
駐
車
場
で
缶

コ
ー
ヒ
ー
の
空
缶
が
目
立

つ
様
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

私
は
あ
え
て
放
置
し
て
お
き
ま
し
た
ら
、
何
と
２
日
間
も
ほ
か
り

っ
ば
な

し
な
の
で
す
。
朝
、
み
ん
な
車
を
掃
除
す
る
の
に
で
す
。
不
思
議
で
す
。

あ
る
社
員
の
自
分
の
車
の
中
は
ピ
カ
ピ
カ
で
、
会
社
の
そ
い
つ
の
専
用

車
の
中
は
グ
ジ
ャ
グ
ジ
ャ
で
す
。
不
思
議
で
す
。

大
き
な
声
で
呼
ん
で
も
返
事
を
し
な
い
の
で
、
怒
り
ま
し
た
ら

「
つ
い

集
中
し
て
い
ま
し
て
」
と
…
…
…
会
社
で

一
番
集
中
力
の
無
い
者
が
で
す
。

不
思
議
で
す
。

朝
元
気
で
明
る
く

「
お
早
う
ご
ざ

い
ま
す
」
、
出
掛
け
る
時
は
明
る
く

元
気
で

「行

っ
て
き
ま
す
」
、
帰
る
時
は
明
る
く
元
気
に

「
お
先
に
失
礼

し
ま
す
」
、
継
続
し
て
い
ま
す
。
成
績
の
悪

い
の
も
…
…
。
ま
る
で
価
格

表
示
の
し
て
い
な
い
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

『現
金
歓
迎
』
の
看
板
の
様

に
無
気
味
で
す
。

ル
イ
ビ
ト
ン
が
好
き
な
体
育
系
の
社
員
が
電
話
を
し
て
い
る
様
は
、
ま

る
で
オ
カ
マ
の
様
で
す
。段
々
九
く
な

っ
て
、
最
後
に
は
団
子
の
様
に
な

り
ま
す
。
元
国
体
選
手
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ル
イ
ビ
ト
ン
の
社
長
に
そ
の
姿

の
写
真
を
送

っ
た
ら
、
日
本
を
即
輸
出
停
止
に
す
る
で
し
ょ
う
。
　

読
書

感
想
文
を
提
出
さ
せ
た
ら
、
日
頃
そ
ん
な
高
級
な
言
葉
等
全
く
無
縁
な
者

が
作
家
顔
負
け
の
表
現
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
る
で
本
を
九
写
し
に
し
て

あ
る
様
な
…
…
…
。

経
理
担
当
の
社
員
は
、

い
つヽ

「も

っ
た
い
な
い
」

表
し
ま
す
。

不
思
議
な
会
社
で
す
。
も

っ
と
も

っ
と
不
思
議
な
事
が

一
杯
あ
り
ま
す

が
、
私
は
こ
う
い
う
不
思
議
な
会
社
が
今
迄
赤
字
を
出
し
た
事
が
な
い
事

自
体
が
不
思
議
な
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

よ
く
調
べ
ま
し
た
ら
粉
飾
決
算
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
木
村
　
英
利

５
月
２７
日
（土
）
、
西
脇
修
さ
ん
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

披
露
宴
で
は
少
し
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
い
つ
も
明
る
い
西
脇
さ
ん
で
す
か
ら
、
太
陽
の
様
な

明
る
い
家
庭
を
築
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

明
子
さ
ん
と
い
う
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

一
緒
に
、
末
永
く
お
幸
せ
に
。

新
郎
　
西
脇
　
　
修

新
婦
　
西
脇
　
明
子

（旧
姓
・柴
田
）

媒
酌
人
　
稲
葉
部
長
ご
夫
妻

覇
一

給
食
弁
当
の
お
か
ず
を
九
残
し
し
ま
す
。
こ
う

と
い
う
気
持
ち
が
無
い
人
間
が
経
営
数
字
を
発

2
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おめでとう

6月 18日 (日 )、 岩田ひとみさんが御結婚されました。とても明るい結婚式で、会場には

笑いがとびかってましたが、両親への言葉の時の涙には、ジーンとさせられました。

これから、仕事と家事の両立で大変だと思いますが、結婚式と同様、笑いがいつぱいの

幸せな家庭を築いて下さい。本当におめでとうございます。

岩田ひとみさんの名前が

中山ひとみさんに変わります (編 )

次
回
改
善
発
表
会

８
／
２６
（土
）

各
サ
ー
ク
ル
改
善
テ
ー
マ

●
さ
く
ら
ん
ぼ

（産
業
）

「
Ｔ

Ｈザ
Ｅ

　

Ｊジ
ー

Ｔ夕
Ａ

Ｎン
」

●
ポ
ピ
ー

（要
工
場
製
造
部
）

「確
認
″再
見
直
し
こ

●
ひ
ま
わ
り

（商
品
管
理
部
）

「
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
る
配
送
の
効
率
化

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」

●
シ
ク
ラ
メ
ン

（丹
後
工
場
製
造
部
）

「Ｓ
革
命
」

●
レ
モ
ン

（経
理

・
総
務
部
）

「業
務
改
善
」

●
経
理
編
…
事
務
の
効
率
化

●
庶
務
編
…
書
類
管
理
の
徹
底

●
と
う
も
ろ
こ
し

（営
業

一
部
）

「
ア
ム
コ
で
チ
ャ
ー
チ
ャ
！
チ
ャ
！
」

●
ポ
テ
ト

（営
業
二
部
）

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
リ

ニ

ュ
ー

ア
ル
」

●
キ
ャ
ロ
ッ
ト

（営
業
三
部
）

「
・５
号
車
、
内
職

へ
行

つ
て
き
ま
す
」

―
レ
デ
イ
ッ
ク
ス
の
諏
訪
君
を
男
に

す
る
為
の
作
戦
そ
の
①
ｌ

３

・
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六
月
十
六
日
に
キ
ツ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
雨
が
降
り
続

き
出
来
る
か
ど
う
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

日
は
と
て
も
良
い
天
気
と
な
り
、
決
行
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

七
時
か
ら
八
時
半
ま
で
の
短
い
時
間
で
し
た

が
、
内
容
の
濃
い
一
時
間
半
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。沢
山
の
人
に
参
加
し
て
頂
き
三
チ
ー
ム
作
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が

一
勝

一

敗
と
い
う
結
果
で
し
た
。
結
果
よ
り
も
、
皆
さ

ん

一
人

一
人
が
怪
我
も
な
く
楽
し
く
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
、
何
よ
り
も
良
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
普
段
と
は
別
の

一
面
を
見
せ
て
頂
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
す
る
の
は
初
め

て
で
し
た
が
、
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
今
度
、
こ
の
様
な
、
み
ん
な
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
ど
う
も
お
疲

れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
色
々
と
企
画

・
準
備

し
て
頂
い
た
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。佐
藤
　
恵
子

琳
７
月
の
社
内
行
事

１
日
０

３
日
０

″

５
日
③

８
日
ω

‐３
日
ω

‐４
日
０

‐５
日
ω

″

‐８
日
ω

２‐
日
０

２
日
０

２５
日
ω

″

２６
日
０

２７
日
ω

四
日
ω

第

一
土
曜
日
休
み

誕
生
会
　
１２
時
　
４
Ｆ

ク
リ
ー
ン
作
戦
　
１４
時

坂
柳
夕
里
さ
ん
誕
生
日

第
二
土
曜
日
休
み

青
友
会

改
善
会
議
　
１８
時

第
三
土
曜
日
休
み

栗
脇

　
一
さ
ん
誕
生
日

西
脇
主
任
誕
生
日

生
産
会
議
　
１７
時
４０
分

編
集
会
議
　
１７
時
５０
分

経
営
会
議
　
１７
時

営
業
会
議
　
１８
時

谷
澤
　
享
さ
ん
誕
生
日

岡
田
係
長
誕
生
日

第
五
土
曜
日
体
み

恵
子
さ
ん
歓
一

ッ
ク
↑

ス
ボ
ー
ル

森
松
野
球
部

・
開
幕
戦

６
月
１７
日
０
、
井
ヶ
谷
球
場
に
て
三
京
ア
ム

コ
い
様
と
野
球
の
試
合
を
し
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
試
合
で
し
た
が
、
何
故

か
み
ん
な
体
の
キ
レ
が
良
く
？
、
打
撃
・守
備

共
に
好
調
で
、
い
い
試
合
が
で
き
ま
し
た
。
球

場
が
広
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
も

出
て
、
結
果
と
し
て
は
９
対
５
で
勝
つ
事
が
で

き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
大
受
お
疲
れ
様
で
し
た
。

囲
園
□
団

梅
雨
が
明
け
る
と
、
い
よ
い

よ
暑
さ
の
厳
し
い
時
期
に
な
り

ま
す
。
夏
に
な
る
と
、
海

へ
山

へ
と

出
掛
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま

す
。
最
近
で
は
私
は
、
山
よ
り

も
海

へ
行
く
方
が
多
く
、
今
年

は
逆
に
、
夏
に
登
山
で
も
行

っ

て
み
た
い
も
の
で
す
。
以
前
、

御
岳

・
乗
鞍

・
富
士
山

へ
行
き

ま
し
た
が
、
中
で
も
御
岳
の
山

頂
は
絶
景
で
、
遠
く
に
は
山
々

の
向
こ
う
に
富
士
山
が
見
え
、

山
の
麓
を
見
る
と
、
日
本
海

・

能
登
半
島
の
先
ま
で

一
望
で
き
、

自
分
が
鳥
に
な
っ
て
羽
ば
た
い

て
飛
ん
で
い
る
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
も

一
度
は
御

岳
の
登
山

へ
行

っ
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
？

松
井
　
白旦
和

ｔ
．一ぃ一
一●
４
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